九、農業
１　羽合町農業の概要


　弥生文化時代から始まったと思われる日本の稲作農業の歴史は古く、爾来さまざまな歴史と伝統を残して現在まで営々として続けられている。その間農業の姿は、支配的権力にしいたげられながら大きく変転し、特に太平洋戦争終結によって行われた農地制度の大改革と、高度な経済成長と併行して進歩した農業技術によって、日本農業は全くその姿を変えてしまい、今後の日本農業の行方はどのような姿で落ち着くのか想像することさえも困難な時代といえよう。
羽合町農業の概況
　羽合町は鳥取県一狭い土地の保有町であるが、このうち農用地はおよそ５５％に当たる６８７ｈａ（昭和４５年農業センサス）がある。しかしこれを町内農家戸数の１０５９戸に平均してみれば、１戸当り０.６ｈａ（約６反）となっていて、農業基盤の弱さを示している。なおその上毎年のように農用地は各種用途に転用され、農業基盤は一層退化しつつある。しかし少ないとはいえ、限られた土地を有効に利用して生産性を向上させるためには、ほ場整備、畑地かんがい、樹園地造成などの基盤整備が必要で、昭和４２年度からこれらの各種事業が引続いて行われている。
羽合町のめざす農
　昭和４７年にまとめられた羽合町農業振興地域整備計画によれば、今後における羽合町のめざす農業の方向

業の方向
が示されている。それにはまず①　農地転用を最小限度にとどめて優良農地の確保をはかるための農用地区域の設定を行う。②　農業人口の減少傾向に対処し、徹底した省力農業の実現をはかる。このためには水田についてその用排水、農道をより一層整備して裏作の振興をはかり、また樹園地の農道整備、小規模開墾を行って経営規模の拡大をはかる。③　羽合町の重点作物を米、果樹（梨・ぶどう）たばこ・野菜とし、次のように方向づける。米＝直播方式を奨励して機動力を整備し省力体系を確立する。すなわち現行労力１０ａ当り１２.５人を７.７人とする。梨＝樹園地の集団化と団地造成を進め、共同防除施設導入、土壌改良栽培技術の改善、吊棚構造の推奨などによって交配から袋かけに至る作業の省力化をはかり、現行労力１０ａ当り８５人を４７人程度とする。ぶどう＝樹園地の集団化と団地造成を推進し、共同防除、ハウス施設の導入、栽培技術の改善等によって現行労力１０ａ当り６０.５人を２４３人とする。たばこ＝育苗、乾燥調整の共同化の徹底等により省力化を進め規模拡大を容易にする。やさい＝田畑輪換をすすめ、だいこん、すいか等の生産団地育成につとめる。長いもはスクリューベーター等の導入によって生産の集団化を進め、また、いちごを施設園芸として栽培技術の高度化をはかる。

　こうした基本整備計画を推進する母体には農業協同組合を中心とし、自立経営志向農家、たばこ耕作組合などとの有機的な連絡調整をはかって進めるよう計画されているが、国の農業政策が定着していない現況のなかで、羽合町の農業が予定どおり振興できるのがむずかしい時代であろう。
